
ヒューマンヘリテージ 口腔ケア強化年間

平成２０年の１月は、ヒューマンヘリテージ入居者口腔ケア強化年間とします。

私たちにとって“食べる”“味わう”ということの喜びは格別のものがあります。

まして、お年寄りは私たち以上に“食べる”“味わう”を楽しみしているといわれています。

　お年寄りのこの楽しみを長い間大切にして差し上げるのも、私たちの大切は仕事です。

それには、常にお年寄りの「口腔ケア」に注意し口の中を清潔にして、食事も美味しく召し上

げって欲しいものです。こうすることが、お年寄りが健康で長生きのひとつの方法と考えます。

口腔ケアについては、誤嚥性肺炎を予防する効果があり、また嚥下障害のある方にとっては食

事の前後に行うことで口腔器官（口唇、舌、歯、顎、頬など）の知覚や意識の刺激となるため、

嚥下訓練の第一歩になるということがよく知られていると思います。

　

私たちの口の中には、300種類以上、数千億個の細菌がいるそうです。想像すると少しぞっと

してしまいますが、1日口腔ケアをやめるとその細菌が10倍以上になるともいわれています。

よって、食べていない方でも唾液と一緒に細菌を誤嚥することによって肺炎を発症することが

あり、口腔ケアによる清潔の保持はとても重要なことなのです。

いうまでもなく口から食べるということは、「鼻腔栄養」「胃ろう形成術」などと違って人間

の大きな楽しみであり、口から食べる機能が失われたときにＱＯＬの低下は計り知れません。


